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ユリの香りは，豪華な美しい大輪の花様とともにユリの個性として愛されています．

一方でその甘く濃厚な強い芳香は，香りを嫌う場，例えば飲食店や結婚式の披露宴な

ど食事を伴う場では敬遠される傾向にあることから，強い香りはユリ切り花の需要拡

大の足かせと言えます．そのような経緯から，農研機構花き研究所では，花き用香り

抑制剤を開発しました．ユリ｢カサブランカ｣切り花に香り抑制剤を処理することによ

り，香りは無処理のものと比べマイルドになりました．

しかしながら，香り抑制剤処理により障害がでる場合があること，時期や産地によ

り異なる栽培・輸送環境により処理効果が不安定になることから，香り抑制剤の汎用

性を高め，現場での使用を可能とするためには，香り抑制剤の改良と製剤化，産地ご

との処理方法の開発が必要と考えられました．

そこで，農研機構花き研究所が中核機関となり，クリザール・ジャパン株式会社，

埼玉県，高知県，新潟県の研究機関の参画により，農林水産省｢農林水産業・食品産

業科学技術研究推進事業｣に採択され，｢ユリ需要拡大のためのユリ香り抑制剤の実用

化｣ （課題番号 23028）を推進してまいりました．本事例集は，その成果をまとめ

たものです．

ユリの香りがマイルドになることによって，ユリの使用の場が増えるとともに，よ

り多くの人にユリを楽しんでもらえるものと考えます．本事例集が，ユリの需要拡大

の一助となることを願ってやみません．

研究統括者 農研機構花き研究所 大久保 直美
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１）ユリ品種の香気成分

ユリの香りは多種多様な香気成分で構成されている．すべての品種で香気成分組

成は異なっているが，オシメンやリナロールなどいくつかの成分は共通している

（図 1-1）．

図 1-1．ユリ品種の香気成分組成（開花後 1 日目）

O：オリエンタルハイブリッド，OT：OT ハイブリッド，L:ロンギフロラムハイブリッド

ユリの香気成分量も品種によって異なる．同じ条件で香気成分量を測ると，上記６

品種の中では「カサブランカ」の香気成分量が最も多い（図１－２）．

図 1-2．ユリ品種の香気成分量の比較

１．ユリの香りの特徴
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香気成分組成比はロットによって変化する（図 1-3）．例えば「ソルボンヌ」では，

安息香酸エチル，安息香酸メチル，イソオイゲノールの割合が変化する．球根の質，

栽培方法，栽培時期などが影響しているものと考えられる．

図 1-3． 「ソルボンヌ」の香気成分組成比のロットごとの変化

花の香りは，香気成分の量だけでなく質にも大きな影響を受ける．成分によって，

においの質だけでなく，強さや持続性にも違いがある（表）．

においが強く持続性の長い成分は，全体に占める割合が少なくても香りに影響を与

える（例・イソオイゲノール，クレオソールなど）．ユーカリ様の清涼感のあるにお

いを持つユーカリプトールは，スパイシーなにおいのイソオイゲノールと組み合わさ

ることで，OT ハイブリッドに独特な個性を与えている．ロンギフロラムハイブリッ

ドに特有の成分であるネロリドールは，その香りに穏やかな甘さを与えている．

表 香気成分のにおいの質と強さおよび持続性

成分名 質 強さ
※1

持続性
※2

安息香酸エチル ドライフルーツ様の甘いにおい 2 2

安息香酸メチル ドライフルーツ様の甘いにおい 2 2

イソオイゲノール スパイシーな甘いにおい 2 3

オシメン ハーブ様のにおい 1 1

クレオソール 薬のような甘いにおい 4 2

ベンジルアルコール 弱い甘いにおい 1 2

ベンズアルデヒド 杏仁豆腐のようなにおい 1 1

ネロリドール フローラルグリーンのにおい 1 3

ユーカリプトール ユーカリのような清涼感のあるにおい 3 1

リナロール 心地良い花のにおい 3 2
※1 においの閾値を参考にした目安．４；強，1ppb程度で感知，３；中強，10 ppb，２；中，100 ppb，１；弱，100 ppb以上

※２ 沸点を参考にした目安． ３；長，250℃以上，２；中，200℃前後，１；短，180℃以下

１．ユリの香りの特徴
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２） ユリの香りの変化

ユリは，開花とともに香りはじめる．花が咲いている間は，夜増大し昼減少する香

気成分発散のリズムを繰り返す．（図 1-4）． ユリの香りは夜の方が強い．

図 1-4． 「カサブランカ」の香気成分量の経時変化

ユリの香気成分の組成比は，開花中変化する．カサブランカの場合は，開花日はテ

ルペノイドの割合が高いが，日数が経つにつれて芳香族化合物の割合が高くなる（図

1-5）．昼よりも夜、開花したばかりの花より咲き進んだ花の方が、スパイシーな甘

さを持つ芳香族化合物の割合が増えるので、香りをより強く感じる．

図 1-5． 「カサブランカ」の香気成分の組成比の変化

１．ユリの香りの特徴

(大久保 直美)
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花を密閉できる容器で覆うと，容器の上部空間（ヘッドスペース）に香りが集ま

る．これらの成分を採取する方法をヘッドスペース法と言う。ヘッドスペース法には

花を容器などに一定時間入れて香気成分の蒸気圧を平衡化させ，香りを吸着させる器

材を用いて採取する静的ヘッドスペース法と，無臭空気をヘッドスペース内に通気さ

せ，香りの吸着カラムに成分を追い込む動的ヘッドスペース法がある．ユリの香りは，

主にツイスター（図 2-1）という器材を用いて，図 2-2 の手順で静的ヘッドスペー

ス法にて採取した．ツイスターに吸着した香気成分は，加熱脱着装置を用いて

GC-MS に直接導入し，分析する．ツイスターを用いた香気成分の採取法は，多くの

試料の香気成分を解析する際には簡便で便利な方法である．

図 2-1．ツイスター（ゲステル社）

図２－２．香りの採取方法

２．香りの採取方法

(大久保 直美)
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1） 香り抑制の基本的な考え方

花の香気成分は，花の中で，素となる化合物から酵素の働きで合成される．その酵

素の働きを阻害剤によって抑えることにより，香気成分量が減って香りは抑制される

（図 2-1）．阻害剤には，アミノオキシ酢酸（AOA），2-アミノオキシ-3-フェニル

プロピオン酸（AOPP）などがある．

図 2-1．香りを抑える原理

AOA の水溶液を開花前のユリ切り花の活け水として用い，十分に吸水させる．処

理をして 1 日後に開花した花の香気成分量は，水道水に活けたものと比較して，約

30%以下となり，香りはマイルドになる（図 2-2）．ユリが開花してしまうと香りの

合成が始まってしまうので，開花前の処理がポイントである．

図 2-2．AOA 水溶液の基本的な処理方法とその効果

３．香り抑制剤

(大久保 直美)
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２）香り抑制剤と使用上の注意点

ユリ香り抑制剤には，AOA や植物ホルモン，糖などが含まれている．香り抑制剤

をユリ切り花に処理することにより，香りと葉の黄化は抑制され，花弁の発色が鮮や

かになる．

【香り抑制剤の使い方】（図 2-3）

１．香り抑制剤を 50 倍に希釈してよく攪拌し，採花後の切り花の水揚げに用いる．

２．前処理（水揚げ時）に加え，湿式・バケツ輸送の輸送中に香り抑制剤を使用する

ことにより，香り抑制効果はより確実になる．乾式輸送の際は，後処理が必要．

※切り花の品種，栽培条件，温度・湿度等の処理環境などにより水揚げ時の吸水量が

変化するので，処理の際には十分に吸水しているか確認が必要．

図 2-3．香り抑制剤の使用方法

【使用上の注意点】

容器はプラスチック製の清潔なものを使用する．

希釈用水は、水道水を使用する．

希釈液は、軽量カップを用いて正確に作る．

採花後、直ちに本品の希釈液に入れ処理を開始する．

ユリ香り抑制剤の原液は、密栓し冷蔵保管する．

使用期限は製品到着から６ヶ月．

３．香り抑制剤

(東 明音)
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ユリの切り花は，夏季は主に新潟や東北，北海道といった冷涼な地域にて露地栽培や

雨よけ栽培，冬季は主に高知や九州などの温暖な地域でハウス栽培されている．また，

埼玉のような都市近郊の地域では，抑制栽培技術をもちいた周年栽培が行われている．

ユリの切り花の主要産地は，新潟，埼玉，高知であり，作付面積，出荷本数，産出額

の上位はこれらの 3 県で占められている（図 4-1）．

本プロジェクトでは，夏季（5～10 月）産地として新潟県（５．新潟県での香り

抑制剤の利用），冬季（11～4 月）産地として高知県（６．高知県での香り抑制剤の

利用），周年産地として埼玉県（７．埼玉県での香り抑制剤の利用）にて試験を行っ

た．

a) 作付面積（単位，ha．作付面積合計 832ha）

b) 出荷本数（単位，百万本．出荷量合計 1 億 5,460 万本

c) 産出額（単位，億円．産出額合計 211 億円）

図 4-1．ユリ切り花の都道府県別作付面積・出荷本数・産出額（平成 23 年農林水産統計）

４．日本のユリ切り花主要産地

(大久保 直美)
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１）新潟県におけるユリ栽培・出荷状況

①栽培状況

新潟県のユリ切り花栽培は，県内のほぼ全域で行なわれており，作付面積は 160ha

を有し全国第１位である．全作付面積の約 3/4 が冬季に積雪量が多い中山間地の中

越地域にあり（図５-1），露地栽培が面積の多くを占めている（図５-2）．したがっ

て，低温・降雪期に栽培する作型が少なく，出荷は夏秋期（7～10 月）を主体に行

われている．比較的雪の少ない下越地域では，加温施設による 4～6 月及び 11～12

月出荷も行なわれている（図５-3）．

図５-１．新潟県の地域区分とオリエンタル系ユリの月別出荷数（H24, JA 全農にいがた）

オリエンタル系ユリ切り花の作型は，オランダ産

の氷温貯蔵された輸入球根を利用した抑制栽培が

主体であり，中山間地の標高や気象条件を活用して，

高温期の厳しい栽培条件の中で高品質な切り花が

出荷されている．

図５-2．新潟県の主要作型である露地抑制栽培

図 5-3．新潟県おけるオリエンタル系ユリの主要作型
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５．新潟県での香り抑制剤の利用
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② 出荷状況

新潟県のユリ切り花出荷数量は 1,660 万本で全国第３位である．古くからスカシ

ユリの切り花産地であったが，20 年程前からオリエンタル系ユリの導入が急激に進

み全県に普及した．ピーク時には出荷数量が 2,700 万本に達したが，その後景気の

低迷等の影響を受け減少傾向にある（図５-4）．

現在，オリエンタル系ユリが 1,000 万本以上を占めており，その他は LA ユリ・

スカシユリで，テッポウユリの出荷はほとんどない．切り花単価の高いオリエンタル

系ユリの作付比率が高いことから，産出額は埼玉県と並び 34 億円で全国第１位とな

っている．

品種構成は，「カサブランカ」が全体の約 1/4 を占め，次いで「シベリア」，「シェ

イラ」，「ソルボンヌ」，「イエローウィン」と続き，上位５品種で出荷数量全体の６割

以上を占めている（図５-5）．「カサブランカ」，「シベリア」を含む白色品種が出荷数

量の約 1/2 となっており，業務需要を中心として販売されている．

図５-４．新潟県のユリ切り花栽培面積と出荷量の推移（花き生産出荷統計）

図 5-5．オリエンタル系ユリ品種の作付割合（H24, JA 全農にいがた）

５．新潟県での香り抑制剤の利用
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２）新潟県での事例

【異なる切り前での香り抑制効果の違い】

オリエンタル系ユリの収穫ステージ（切り前）は通常，開花の２～３日前とされて

いる（図 5-6 の切り前 3）．しかし，高温期に収穫された切り花は開花のスピードが

速く，通常の切り前で収穫すると流通～販売段階で咲き進んでしまうため，切り前を

早める必要がある．７～９月の盛夏期には，第 1 花蕾の緑色が抜けて白化が始まる頃

（図 5-6 の切り前 1 前後）が収穫適期となる．

「カサブランカ」の切り前を変えて花の発散香気成分を調査したところ，切り前が

早くなるほど香りが少しずつ弱くなる傾向が認められた．このとき，夏季の常温

（25℃）で香り抑制剤を 24 時間処理すると，それぞれ無処理（蒸留水）の 70％程

度に香りが抑制された（図 5-6）．しかし，常温・24 時間処理では，香り抑制効果

が十分に得られないうえ，切り前の早い花でも処理中に咲き進みがみられる．そのた

め，高温期の香り抑制剤処理に当たっては，収穫～販売の間の低温条件下で，できる

だけ十分な吸液量を確保する処理が必要である．

図 5-6．「カサブランカ」における切り前の異なる切り花の香り抑制効果

５．新潟県での香り抑制剤の利用

• 高温期の香り抑制剤処理は低温下・低湿度で行う．

• 夏季よりも秋季の方が香り抑制効果は高い．
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【出荷後処理による香り抑制効果】

高温期の切り花に対する香り抑制剤の処理効果を向上させるため，収穫直後の低温

貯蔵庫内等における 24 時間程度の出荷前処理と，販売前に小売店等のショーケース

内における 48～72 時間の出荷後処理を合わせた併用処理による処理時間の確保が

考えられる（図 5-7）．

図 5-7．オリエンタル系ユリ切り花の高温期流通における温度管理

「ソルボンヌ」を用いた併用処理（出荷前処理：10℃・24h、出荷後処理：10℃・

72h、香り抑制剤：AOA 水溶液）では，出荷前後のそれぞれ単独の処理と比較して

香り抑制効果がやや高くなり，無処理と比較して香りが約 50％に抑制された（図

5-8）．

図 5-8．香り抑制剤の出荷前および出荷後処理の組合せが香り抑制効果に及ぼす影響

【湿度の影響】

収穫後の低温貯蔵庫内の相対湿度を変えて 10℃・24 時間の出荷前処理と，10℃・

48 時間の出荷後処理を組み合わせた併用処理を実施した結果，出荷前処理時の相対

湿度が低いほど吸液量が増加し，無処理の 43％まで香り抑制効果が高まった（図

5-9）．

5．新潟県での香り抑制剤の利用
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図 5-9．香り抑制剤の出荷前処理時の相対湿度が吸液量(a)と香り抑制効果(b)に及ぼす影響

【季節による香り抑制効果の違い 】

「カサブランカ」に対して香り抑制剤の濃度を高めて，低湿度・10℃で出荷前処

理し，さらに出荷後処理を併用処理する実証試験を行った．しかし，夏季の出荷条件

下で，香り抑制効果を最も高めるための処理方法を組み合わせても，香り抑制効果は

無処理の 50%程度であった（図 5-10）．一方，秋に収穫した「カサブランカ」を出

荷前処理し，出荷後処理で十分に吸液させると，香り抑制効果は無処理の 30％以下

になった（図 5-11）．

図 5-10．夏季出荷における実証試験 図 5-11．秋季出荷における実証試験

以上から，香り抑制剤の効果は出荷時期によって効果が異なり，夏季出荷において

は無処理の 50％程度であることから，利用にあたっては注意が必要である．

5．新潟県での香り抑制剤の利用

(宮島 利功)
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１） 高知県におけるユリ栽培・出荷状況

①栽培状況

高知県の年平均気温は 17.0℃と温暖で年間降水量は 2,548mm と多く，夏は高温

多湿である．日照時間は年間 2,154 時間と多く，特に冬季の日照時間は全国有数で

あり，施設下では昼温が上昇しやすいが，晴天率が高いために放射冷却が生じ，最低

気温は比較的低い．

栽培面積 103ha で年間約 1770 万本の切り花がオリエンタル系を中心に施設下

で生産され（図 6-1），アジアティック系やＬＡ，テッポウユリの生産は少ない（図

6-2）．オリエンタル系は県下全域で生産されているが，「カサブランカ」を基幹品種

とする土佐市，「カサブランカ」以外の多様な品種を生産する高知市，「カサブランカ」

を含めた多様な品種を生産する安芸市が主要な産地である．

図 6-1．高知県でのユリ切り花生産

図 6-2．高知県での種類別・月別出荷本数（H24，高知県園芸連）

0

500

1000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

出
荷
本
数
（
千
本
）

（月）

オリエンタル系
LA系
アジアティック系
テッポウユリ

６．高知県での香り抑制剤の利用

１３



いずれの産地もオランダ産の冷凍球や冷蔵球を中心に，チリやニュージーランドの

南半球産球根，新潟県や北海道で養成された国産球根等，様々な地域で生産された球

根を 8～3 月に定植し，11～6 月に出荷している（図 6-3）．

また，近年はヒートポンプエアコンを利用した夜冷栽培も普及しつつあり，高温期

に生産した切り花の品質の向上，出荷時期の拡大がなされつつある．

四国のほぼ中央部にある土佐町，本山町，大川村の標高 200～800m の山間地域

では比較的冷涼な気候を活かしてオリエンタル系が夏～秋に生産されている．

図 6-3．高知県におけるオリエンタル系ユリの主要作型

②出荷状況

オリエンタル系を中心に栽培され、オリエンタル系では，「カサブランカ」，「シベ

リア」，「ソルボンヌ」，「シーラ」等の品種が出荷されている．産地と消費地が離れた

遠距離輸送地帯であり，主に園芸連により，トラック便を用いて京阪神や関東圏など

の都市近郊市場を中心に全国へ出荷している．また，いくつかの生産組織による出荷

も行われている．

いずれの産地においても採花後，直ちに水揚げし，規格毎に選別，荷作りしてさら

に水揚げし，早朝に採花した場合は最低2時間，夕刻に採花した場合は12時間程度，

最大 24 時間水揚げする．箱詰めされた切り花は各産地の冷蔵庫で出荷まで保管され

る．

その後，各産地の切り花は，高知市の園芸連集配センターに集められ，あるいは各

産地から直接，各方面へのトラックに積み替えて関西，関東の各拠点配送センターに

運ばれ，さらに各市場へのトラックに積み替えて送られる．なお，集配センターは一

定温度に管理され，冷凍車により運ばれる．

６．高知県での香り抑制剤の利用
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２）高知県での事例

【乾式輸送】

香り抑制剤を用いて，生産者で前処理（15℃）し，3 日間乾式輸送（10℃）後，

花店等で後処理（23℃）するシミュレーションを実施し，慣行と比較した．

その結果，品種により結果に違いはあるものの，3 時間の前処理後の 48 時間の後

処理あるいは 24 時間の前処理後の 24 時間の後処理により，慣行の 30～43％に抑

制できた（図 6-4）．

図 6-4．前処理・後処理併用処理での香り抑制効果

• 輸送方法により香り抑制効果は異なる．

• 乾式輸送よりも湿式輸送の方が香り抑制効果は高い．

６．高知県での香り抑制剤の利用
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【湿式輸送】

① シミュレーション

「カサブランカ」切り花について，AOA 水溶液を用い，3 時間（23℃）前処理し，

縦箱を用いて 3 日間（10℃）湿式輸送後，48 時間（10℃）の後処理を想定したシ

ミュレーションを実施し，慣行の乾式輸送と比較した．

前処理中の吸液量は処理による差はなかったが，輸送時の吸液量は大きかった（図

6-5）．湿式輸送することで，香りは慣行の約 34％に減少した(図 6-6）．

図 6-5．シミュレーション中の吸液量 図 6-6．シミュレーション時の香り抑制効果

② 関東への輸送試験（図 6-7）

シミュレーションの結果をふまえ，2013 年 1 月の夕刻に「カサブランカ」切り

花を採花し，既存の輸送体系・ルートを用いて関東市場に湿式輸送し，慣行の乾式輸

送と比較した．

その結果，香りは慣行の約 23％に減少した（図 6-8）．

図 6-7｡市場到着時の状態 図 6-8．関東への輸送試験時の香り抑制効果

６．高知県での香り抑制剤の利用

(二宮 千登志)
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１）埼玉県におけるユリ栽培・出荷状況

①栽培状況

埼玉県のユリは，東京から 70km 圏内に位置する県北部の深谷市を中心に生産さ

れている．年平均気温は 15.0℃と温暖で，年間降水量は 1,286mm となり，冬は北

西の季節風が強くて寒く，夏は非常に蒸し暑く，寒暖の差が大きい内陸的な気象条件

となっている．もともとチューリップの栽培が盛んな産地で，その後作としてユリの

栽培が開始された．戦後の一般的な栽培形態は促成栽培であったが，1980 年代に抑

制栽培技術が確立して施設（図 7-1）を用いた周年栽培が行われるようになり，全国

的な産地へと展開した．促成栽培と抑制栽培を組み合わせた作型（図 7-2）以外に，

抑制栽培により周年にわたり出荷する栽培も行われている．

図 7-1．埼玉県のユリ切り花ハウスと栽培の様子

図 7-2．埼玉県のオリエンタル系ユリの作型

７．埼玉県での香り抑制剤の利用
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図 7-3．埼玉県での種類別・月別出荷本数（H24，JA 全農さいたま）

※共同選花，共同販売のみ

③ 出荷状況

作付面積は 8,180a，出荷量は 27,800 千本である．オリエンタル系，LA ユリ系，

アジアティック系の８０品種ほどを扱い（図７-３），オリエンタル系では，「カサブ

ランカ」，「シベリア」，「ソルボンヌ」，「ルレーブ」等の品種が出荷されている．

球根の共同購入と切り花の共同選花，共同販売による出荷が行われている．種類，

品種数が多いことから，バーコード集出荷システムを利用した花き集出荷施設と，球

根の冷凍貯蔵を行う冷蔵処理システムにより，年間を通して栽培，出荷できる体制を

整えている．

その他，共同選花，共同販売以外に，「カサブランカ」や「ソルボンヌ」などのオ

リエンタル系を中心に，直接球根を海外から輸入し，年間を通して 1,400 万本を超

えて出荷されている．

30℃を超える日が続く夏季はユリ栽培にとっては厳しい環境となるものの，都市

近郊に位置し短距離輸送を可能とする有利な立地条件から，都市近郊の市場を中心に，

北は東北方面市場から南は関西方面市場まで，全国へ出荷している．

採花後水揚げし，規格ごとに選別，荷造りして箱詰めされた切り花は，集荷後全国

の市場へ出荷される．早朝の採花では，夜間のトラック輸送により，翌日に首都圏を

中心とした市場での販売が可能である．
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２）埼玉県での事例

【季節による香り抑制効果の違い 】

埼玉県は冬季と夏季の気温差が大きい気象条件にありながら，周年にわたりユリを

出荷している．そのため，年間を通して安定して香りを抑制する方法が求められてい

ることから，香り抑制効果の季節間差異（夏季および冬季）について「ソルボンヌ」

切り花を用いて調査した．処理は室内（温度 23℃，湿度約 60％）にて行った．

「ソルボンヌ」の花は，冬季に比べ夏季は小さく，切り花品質は低下した（表 7-1）．

冬季の切り花では香気成分量を 38％に抑制したのに対し，夏季の切り花では 73％

の抑制であった（図 7-４）．栽培や収穫環境が高温となる夏季は，切り花品質が低下

する．切り花品質は香り抑制効果に影響すると考えられる．

表 7-1．同一の生産圃場で栽培された冬季と夏季の切り花品質の差異

時期 花蕾数 花蕾長 茎径 z) 切り花長 z) 切り花重 z)

(cm) (mm) (cm) (g)

冬季 6.3 11.5 8.3 90 156.0

夏季 6.2 9.2 7.2 90 138.9

z) 切り花長を 90cm に調整した後，茎径と切り花重を測定

図 7-４．季節による香り抑制効果の違い

• 季節および生産者により香り抑制効果は異なる．

• 夏季よりも冬季の方が香り抑制効果は高い．

7．埼玉県での香り抑制剤の利用
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【異なる圃場間の香り抑制効果の違い】

埼玉県深谷市には，高品質生産や大量生産など，目的を異にする複数の出荷組織が

あることから，出荷組織の異なる農家圃場間（高品質生産；A 圃場，大量生産；B 圃

場）で，「ソルボンヌ」切り花の夏季の香り抑制効果の差異について調査した．処理

は室内（温度 23℃，湿度約 60％）にて行った．

採花時に，A 圃場では切り花長を 90cm に調整したのに対し，B 圃場では草丈が

短いため切り花長を 80cm に調整した（表 7-2）．香気成分量を比較すると，A 圃

場は 67％に抑制したのに対し，B 圃場は 29％まで抑制した（図 7-５）．切り花品

質が低下する夏季においても，圃場によっては 30%程度に香りを抑制することが可

能であった．

表 7-2． 夏季に異なる生産圃場で栽培された切り花品質の差異

圃場 花蕾数 花蕾長 茎径 z) 切り花長 z) 切り花重 z)

(cm) (mm) (cm) (g)

A 5.9 9.5 8.7 90 144.0

B 4.4 8.6 6.7 80 89.9

z） 切り花長を 90cm，あるいは 80cm に調整した後，茎径と切り花重を測定

図 7-５．異なる圃場間での香り抑制剤効果の違い

以上から，冬季には開花まで香り抑制剤に活けることにより，30～40％程度に香

りを抑制することが確認できた．夏季では生産圃場により香り抑制効果に差異のある

ことから，栽培管理や採花方法の影響が考えられる．今後は安定した香りの抑制方法

を究明する予定である．

7．埼玉県での香り抑制剤の利用

(石川 貴之)
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（独）農研機構花き研究所において，香り抑制剤処理をしたユリと無処理のユリの

香りについて嗜好調査を行った（40 名，20～60 代，性別，年齢に偏りなし）．

香り抑制剤処理により，香りは無処理と比較して 30%以下に減少した（図 8-1，

a）．処理をしたユリの香りは無処理と比較して弱く感じられ（図 8-1，b），さらに

嗜好性は高まった（図 8-1，c）．

図 8-1．オリエンタル系ユリの香りとその強度に対する官能評価および嗜好性

a. 香気成分量， b. 香りの強度に対する官能評価， c. 香りに対する嗜好性

８．ユリの香りの嗜好調査

(大久保 直美)
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（株）大田花き市場において，香りを抑制したユリ切り花の需要についてアンケート

調査を行った（対象者 41％；生花店，スクール関係者 16％，仲卸 11％，ブライ

ダル関係者 11％等）．

香りをマイルドにしたユリは，使える商材になり（７８％），レストラン，病院，

ウェディングに利用できそうという結果が得られた．また，そのために必要な後処理

剤は，時々，あるいは日常的に使っており（５５％），香り抑制剤の後処理も可能と

考えられた．

Q1. 「香りがマイルドになったユリは使える商材になると思いますか？」

Q2. 「切り花の延命剤を使うことがありますか？」

Q3．「どの様な場所・場面、顧客に対して、使ってみたい、勧めてみたいと考えますか？」

9．実需者へのアンケート調査

(福原 宏)
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